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● 新規画像計測技術より、ドローン空撮での橋梁たわみ測定に世界で初めて成功
● サンプリングモアレ位相解析ををもちいた独⾃の⾼精度画像ぶれ補正法を考案
● 実橋梁構造物での実証試験で、ミリメートルオーダーの微⼩たわみ計測を実現

研究のねらい

研究内容

インフラ構造物の健全性評価では、橋梁などの⼤型構造物のたわみ計測が重要です。
これまで開発したサンプリングモアレ法による微⼩変位計測技術をさらに発展させ、ドローン空撮による

構造物の変形を計測できる技術を開発します。複数個の規則模様の位相情報を活⽤することで、サブピクセ
ル精度の画像ぶれの補正を実現します。これにより、三脚固定カメラから撮像可能という従来法の制限がな
くなり、多くの橋梁のたわみ計測が可能となります。

サンプリングモアレ法を利⽤した新たな画像ぶれ
補正技術の開発に成功しました。ドローン空撮で得
られた「ぶれ」のある画像でも、複数の基準マーカ
を利⽤したサブピクセルの精度の⾼精度な画像ぶれ
補正により、安定したたわみ計測が実現できます。
30 m ⻑のトラス橋の載荷試験（20トンの検査⾞
両）において、従来の測定⽅法と同じく、最⼤で
3 mm のたわみ値を得ることができました。

今回開発した技術により、カメラ設置の制限をな
くすだけでなく、今後需要が⾼いインフラ構造物の
⻑期モニタリングへの可能性を⾒出しました。
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